
新型コロナウィルス感染症に対するサカセルの現状と取り組み

新型コロナウィルス感染症が確認されてから初めての冬を迎え、放課後等デイサービスを利用の

お子様は冬休みに入り、12月30日から1月3日までは、サカセルの本社を含む全事業所が年末年始

の休業となります。

12月27日現在、日本国内の陽性者数が22万人を超える中、サカセルの職員ならびに教室のお子様

や事業所の利用者様はもちろん、それぞれのご家族様にいたるまで、感染者が発生していないこ

とは、日ごろの各事業所内での感染防止対策の徹底と、各自が適切な感染予防策を実施している

からこその結果だと思います。

今後も引き続き、各事業所におけるコロナウィルス対策及び衛生管理と、休業中の職員やご利用

の皆様への感染拡大防止に向けた注意喚起を行ってまいります。

なお、放課後等デイサービスの3教室につきましては、新学期以降に学校で感染者が確認された

場合には、福岡市教育委員会のガイドライン（※1）の、休校及び学級閉鎖の日数+3日間はご利用

を控えていただくことを基本指針とし、状況に応じて適宜対応してまいります。

※1　12/18更新　福岡市教育委員会HPより転載


